
1田原市は、発生が予想される東海地震や東南海・南海地震に備え、
「災害に強い安全なまちづくり」を目指し、さまざまな防災対策を進めて
います。今回、災害時に中核的な物資の供給拠点となる『田原市報民倉』
を田原町殿町に整備しました。名称は、江戸時代に田原藩が整備した『報
民倉』にあやかったものです。なお、市の防災備蓄倉庫としては、すで
に市内 10 カ
所に校区防災
倉庫を設置し
ており、着々
と安全・安心
のまちづくり
を進めていま
す。

■『田原市報民倉』の概要
◎耐火建築物：地上１階（鉄骨造）
　　　　　　　地下１階（RC造）
◎述べ床面積：２８８.96㎡
◎非常用電源設備設置
■『田原市報民倉』の主な備蓄品
◎生活に必要な物資
　非常用食料（５万５０００食）・毛布・テント・ポリ容器など
◎救助・救出に必要な物資
　救助用ロープ・スコップ・非常用発電機・応急ポンプなど

▼防災対策室5２３局３５４８
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災害時の強い味方！
暮らしを守る拠点防災備蓄倉庫

●田原市博物館に展示されている
　『報民倉』の額（重要文化財）
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